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　事例報告　

教職概論をアクティブ（能動的）に学ぶ
－自己評価を通して－

田　中　保　樹
北里大学理学部

１　体験を通して内容を学ぶとともに学び方とその教育方法を学ぶ

　本学の教職課程では、理学部、海洋生命科学部、獣医学部では1年前期に、看護学部は
２年前期に教職概論の講義を位置付け学部ごとに授業を行っている。2018年度の履修人数
は、理学部は37人、海洋生命科学部は23人、獣医学部は31人、看護学部は16人である。筆
者は、2018年度の教職概論の単位認定者であり指導者である。教職概論は、どの学部にお
いても教職課程の最初に履修する講義である。教職について学び、自らの教員としての適
性を熟考し進路を考えることで、教職課程の見通しをもち、大学での修学や生活の在り方
を考えるようにしている。教職概論の内容は教職の意義や教員の役割などであるが、その
学習の過程において、求められている児童生徒の学び方を体験することを通して、言語活
動や学ぶ楽しさを味わうことで、学生がアクティブ（能動的）に学ぶことができるように
している。このように体験を通して、教職について考えたり表現したりすることで教職の
理解を深めるとともに、求められる学び方を実現するための教育方法を学ぶことで、教員
としての資質・能力の育成に資するようにしている。

２　体験を通してアクティブな学習を実現するための自己評価を学ぶ

　中央教育審議会の答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指
導要領等の改善及び必要な方策等について（平成28年12月）」

1
の下、2017年（平成29年）

に幼稚園、小学校、中学校が、2018年（平成30年）に高等学校の学習指導要領が告示され
た
2
。新学習指導要領は、移行措置を経て、2018年度から年次進行で、幼稚園から順次、

全面実施されていく。
　答申では、アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善として、主体的・対話的で深
い学びの実現を図り、児童生徒の資質・能力を育成することが示された。現行の学習指導
要領では、言語活動を充実することで児童生徒の主に思考力・判断力・表現力等を育成す
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ることが求められている。教員は、児童生徒の資質・能力の育成を図るために、日々の授
業において、言語活動を充実させたり、主体的・対話的で深い学びを実現したりする。そ
のために、教員は学び続けることで、教員としての資質・能力の育成を図ることが大切で
ある。また、高等教育である大学において、アクティブ・ラーニングが求められている

３
。

　このような状況で、大学の教職課程の講義において、求められている教育方法を実現す
ることは、学生が教育について学ぶ上で大切である。また、学生が体験を通して学ぶこと
は、求められている学び方や教育方法の理解を深める上で有効と考えられる

４
。2018年度

の教職概論では、次の表１のように、内容を学ぶとともにいくつかの学び方の体験を導入
している。表１は毎回の授業における体験を整理したものである。また、毎回の授業の終
わりには振り返りを行い、自己評価を行うようにしている。学生は、自己評価の体験を通
して、その進め方を学び有効性を実感できるようにしている。
　本稿では、学び方の体験において、学生がアクティブ（能動的）に学び、学習をより良
いものへするための自己評価の実際と、その考察について述べる。

表１　20１8年度の教職概論における内容と学び方の体験

回 学習内容と活動 体験

１
教職を目指す理由を明確にし、教員に求められ
る資質・能力の育成に向けての見通しをもち、
今後の在り方を考える。

「なぜ教職を目指すのか」を追究する
グループワークと言語活動の体験

２
教育に関して「良いことや充実していること
など」と「問題」を明確にし、今日的な教育に
おける課題を考える。

今日的な教育における課題をテーマと
したジグソー学習法を通した言語活動
と主体的・対話的で深い学びの体験

３ 今日的な教育における課題を解決する方策や
取組などとその成果を考える。

４ 今日的な教育における課題の解決する方策や
取組などと期待される成果を説明する。

５
学習指導要領とその変遷や、現行と新しい学習
指導要領を理解し、それに基づいた教育につい
て考える。

「ありたい学級」、「ありたい保健室」を
教材としたホワイトボードを利用した
グループワークの体験

６
現行と新しい学習指導要領の理念に基づいた
教育（学習指導や学習評価等）の在り方を理解
し、その理解に基づいて教育の在り方を考える。

「評価規準とその観点を考える」こと
を通した評価することと自己評価の体
験
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７
インクルーシブ教育や学習における体験の意義
を知り、介護等体験実習を能動的に学べるよう
にする。

資料を参照しても構わない短答式・
記述式のペーパーテスﾄを通して、「覚
えるではなく理解する」ことの体験

８ 学校組織（学校の教職員）の特徴と学校に関わ
る人、団体、組織等について理解する。

「学校組織」（学校の教職員）に関し
てまとめることで理解を深める体験

９

学校が社会的に担っている多様な責務について
理解し、資料を参考にチーム学校運営について
考察し、「これからの学校」をポンチ絵（文字だ
けでなく枠や矢印などの図を使い概要をまと
め、視覚的に分かりやすくまとめたもの）とし
て表す。

「これからの学校」をポンチ絵として
表すという言語活動を通した思考力・
判断力・表現力等を育成する体験

10

配付資料「教員に求められる役割」を踏まえ、
教員に求められる役割について理解し考察する
ことで、「チーム学校運営から考える『これから
の学校』」を、ポンチ絵として表す。

「チーム学校運営から考える『これか
らの学校』」をポンチ絵として表すこと
で、チーム学校や教員などに関するこ
との理解を深めるとともに、思考力・
判断力・表現力等を育成する体験
（活用の体験）

11

「教員に求められる役割」を踏まえたチーム
学校運営から考える「これからの学校」をプレ
ゼンテーションすることと、「教員の役割と職務
内容」に関わる資料と「教員の多忙」に関する
記事から感じたり考えたりしたことなどを整理
することで、「教員の役割と職務内容」について
の理解を深める。

ポンチ絵を基にしたプレゼンテーショ
ンを通した音声言語による言語活動の
体験と、「教員の役割と職務内容」に関
する資料と新聞記事から感じたり考え
たりすることで理解を深める体験

12

公教育と教員の在り方について理解し考察する。 「公教育と教員の在り方」に関して、
具体例を考え大勢の前で説明するとい
う音声言語による言語活動を通しての
理解を深める体験

13

教員の在り方や求められる資質・能力について
の理解を踏まえて、教員を目指している現在の
自分の姿を捉え、今後の自分の在り方について
考える。

自分の姿を捉え、今後の自分の在り方
について考え表現する体験

14
教育や学校の在り方、教職の意義、教員の役割
と職務内容、チーム学校運営等を踏まえて、自
らを振り返り、教員としての適性を熟考する。

外部講師からの情報を基に、改めて
自分の姿を捉え、教員としての適性に
ついて考え表現する体験

15
本講義を通して学んだことから、学校教育や
教職の意義と本質についての考えをまとめる。

これまでの講義を踏まえ、改めて学校
教育や教職について考え、「目指す教
員像」をポンチ絵として表現する体験
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３　自己評価表の導入

　学習をアクティブに進めるには、自己評価は欠かせない。また、教職課程において自己
評価について体験を通して学ぶことは、自己評価の重要性や効果を実感し、教員としての
自己評価や児童生徒の自己評価を進める上で役立つものと考えられる。教職概論では、図
１のような自己評価表を導入し、毎回の授業における学生の自己評価を促すだけでなく、
指導者としての形成的な評価に利用している。また、学生と指導者の授業の出欠席のマネ
ジメントに利用している。

３ 自己評価表の導入 

 学習をアクティブに進めるには、自己評価は欠かせない。適切な自己評価は主体的な学び

を実現させるものと考える。また、教職課程において自己評価について体験を通して学ぶこと

は、自己評価の重要性や効果を実感し、教員としての自己評価や児童生徒の自己評価を進める

上で役立つものと考えられる。教職概論では、図１のような自己評価表を導入し、毎回の授業

における学生の自己評価を促すだけでなく、指導者としての形成的な評価に利用している。ま

た、学生と指導者の授業の出欠席のマネジメントに利用している。 
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図１ 2018年度の教職概論における自己評価表 

シラバスの

概要を示す。 

１回目の授

業において、

シラバスの

概要を踏ま

えた自分の

目標・見通し

を記述する。 

各授業におけ

る「学んだこ

とと、その 

振り返り」を

記入する。 

第 15 回の 

授業において

「全体を通

して、学んだ

こととその

振り返り」を

記入する。 

15 回目の自分

と 1 回目の

自分の比較

から変容や

成長したこと

などを記入

する。 

指 導 者 の 

形 成 的 な 

評価に利用

する。 

15回目の自分と１回
目の自分の比較から
変容や成長を捉える。 

出 欠 席 の 

マネジメント

に利用する。 

図１　20１8年度の教職概論における自己評価表
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４　自己評価表のつくりとその利用方法

　自己評価表は、Ａ４で４ページの冊子形式になっていて、1ページ目にはシラバスの概
要を示し、いつでも講義の目的、目標、内容、方法、評価、計画を確認できるようにして
いる。また、第１回の授業において、そのシラバスの概要を踏まえた自らの「目標や見通
し」を記入する。
　４ページ目には、第15回の授業において「全体を通して、学んだこととその振り返り」
を記入する。冊子を開くと、この４ページ目と１ページ目は見開きになり、15回目の自分
と１回目の自分を比較することができるようになっている。さらにその比較から自身の変
容や成長したことなどを記入する。これは、本講義における学習前と学習後の自分をメタ
認知できるようになっているから、記入できるものである。つまり、１枚の紙に学習前と
学習後の自分の姿が可視化されているため、変容や成長を捉えることができる。これは、
堀哲夫の評価論

５
を参考にしている。

　また、２ページ目と３ページ目は、全15回のそれぞれの授業において自己評価を行い、
「学んだことと、その振り返り」を記入する。各授業において、最後の５分程度で記入す
るようにしている。学生は、実施した学習活動だけを書くのではなく、その活動から、自
分が学んだこと、実感したことや気付いたこと、分からなかったことやできなかったこと
などを記述するようにしている。また、それらを振り返り、自分の状況や変容、学習に対
する思い、今後に向けての改善や充実させたり発展させたりすることなどを記入するよう
にしている。
　これらの記述から、指導者は各授業の目標の実現状況を捉えるようにして形成的な評価
を行っている。指導者は、授業の終了後、一人一人の記述を読み、教員を目指すに当たっ
て大切なことやポイントになる点としての下線や、本人の思いを価値付けるための下線を
引き、確認欄にサインする。付箋紙を付けたり、できる範囲ではあるがコメントを記入し
たりする。次の授業の始まる前に自己評価表を返却する。必要に応じて、個々の学生に声
をかけ指導や助言をするようにしている。また、授業の始めには、前回の授業の様子や振
り返りからとして、全員に対しての補足や今後の取組に向けての指導や助言をする。この
自己評価表は、指導者の形成的な評価における強力なツールと言える。これも先に述べた
堀哲夫の評価論を参考にして、大学の講義における形成的な評価を実現させたものである。
　また、毎回の自己評価の記入は、授業に参加したからこそ記入できるものである。授業
の開始前に返却するので、欠席者の自己評価表は手元に残り、確認欄にサインとともに「休
み」と記入し欠席を明確化する。次の授業の始まる前に、欠席者へは自己評価表を返却す
るとともに欠席した授業の配付資料を渡す。そして、欠席に関わる補足等をする。このよ
うにして、出欠席をすぐに把握し、出席者だけでなく、欠席者へのフィードバックも容易
にすることができる。欠席した学生も、欠席の授業の内容を把握し、必要に応じた対応を
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することができる。自己評価表は、指導者だけでなく学生も、授業の出欠席のマネジメン
トを行う上で、有効なツールとなっている。

５　自己評価表の実際

　次の図２は、2018年度のある学生の自己評価表である。
５ 自己評価表の実際 

次の図２は、2018年度のある学生の自己評価表である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図２ 2018年度の自己評価表の例 

  ※ 下線は指導者である筆者が授業ごとに引いたもの 

図2　20１8年度の自己評価表の例
※　下線は指導者である筆者が授業ごとに引いたもの
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６　自己評価の実際からの考察

　一例ではあるが、図２の自己評価表の記述から考察する。
（１）「目標と見通し」において
　１ページのシラバスの概要を踏まえての「目標や見通し」は、次のように記述している。

教員に何が求められているのか理解し行動できるようになる。
相手の話を聞いて、うまく質問できるようになる。

　「教員に何が求められているのか理解し行動できるようになる」からは、本講義におけ
る知識の習得や理解だけにとどまらず、それらを基に実際に行動できるようになるまでを
目標に位置付けている。新学習指導要領における「何を学ぶか」と「何をできるようにな
るか」に対応している。知識の活用に課題がある我が国において、目標の設定として望ま
しく、本講義においては教員に求められる資質・能力の育成に資するものと言える。実際
に行動できる教員を目指すことを自ら位置付けているところは、「学びに向かう力」と「人
間性」においても望ましいと言える。
　「相手の話を聞いて、うまく質問できるようになる」は、本講義は内容を学ぶとともに
体験を通して学び方を学ぶという方針を反映している。初回の授業における本講義のオリ
エンテーションを受けて記述したものと考えられる。
　授業において、児童生徒は、習得した知識・技能を活用して、学んだことを説明したり、
新たな事象を説明したりできるようになることが大切である。そのためには、教員がすべ
てを説明するのではなく、できるだけ児童生徒が説明するような授業を実現することであ
る。そのためには、教員の資質・能力として、聴くことが大切となる。教員は児童生徒の
つぶやきや説明をしっかり聴きとり、説明に対して「なぜ」とか、「どうして」とか、「そし
て」とか、問い直したり発展を促したりすることで児童生徒の説明における根拠を明確に
したり説明をより深いものにしたりすることで、児童生徒の思考力や表現力を引き出すこ
とができる

６
。「相手の話を聞いて、うまく質問できるようになる」は、そのことを意識

しての学生なりの目標設定と言える。
（２）各授業における「学んだことと、その振り返り」において
　３ページと４ページの各授業における「学んだことと、その振り返り」の記述と考察を、
表２に整理した。なお、「学んだことと、その振り返り」の記述の下線は、筆者が指導者と
して授業後に読んだ際に引いたものである。教員を目指すに当たって大切なことやポイン
トになる点としての下線や、本人の思いを価値付けるための下線を引いている。また、必
要に応じて、次の授業の始まる前に、記述を基に本人と話し、指導や助言をするようにし
ている。
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表2　図2の自己評価表の各授業における「学んだことと、その振り返り」の記述とその考察
※　下線は指導者である筆者が授業ごとに引いたもの

回 「学んだことと、その振り返り」の記述 考察

１

理科・学ぶことの「楽しさ」を伝えること
が大事。それを知ってもらうことがやりが
いにもなる。相手への質問をするのが難し
かった。

「なぜ教職を目指すのか」を追究するグルー
プワークにおいて、自身の目標である他者へ
の質問を試み、その難しさを実感している。

２

赤いふせんの数の方が比較的多いのが印象
的だった。多くの課題を改善することが課
題だと感じた。ブレーンストーミングは苦
手かも。

これまでの児童生徒から見た教育は成果より
課題が多いことに気付き、それらを改善する
ことがこれからの教育の課題と実感してい
る。また今日的な教育における課題をブレー
ンストーミングで洗い出すことに困難さを感
じている。

３

自分達の課題でさえ時間配分が難しいの
に、教師として生徒の様子を見ながら授業
を進めていくのはもっと難しいそうだと
思った。

ジグソー学習法のエキスパートグループにお
ける進行を通して、授業における教員のタイ
ムマネジメントの難しさを実感している。

４

教育についての他の人の様々な意見がきけ
てためになった。私も自分の意見をしっか
り持って発信していけるようになりたいと
思った。

ジグソー学習法のホームグループにおける説
明や討議から、他者の考えの多様性を実感
し、自分の考えをもち表現できるようになる
ことを目指そうとしている。

５

学習指導要領はこれからも新しくなってい
くので教員としては大変だけど時代に合わ
せた教育も大切だと思った。やっぱりグ
ループワークの方が楽しい…。

学習指導要領の改訂に即し教育を改めていく
ことの大切さと、ホワイトボードを利用した
グループワークの体験の楽しさを実感してい
る。

６

生徒が自ら学んでいるという意識をもって
いないと教員側が指導を頑張ってもだめな
ので、どうにかして生徒の意識を変えるよ
うな授業にしないといけない。

評価することと自己評価の体験から、授業を
行う際、生徒の内面に迫り、内発的な動機付
けをすることの大切さを実感している。

７

子ども数は減っているのに特別な支援を必
要とする子どもが増えているのが不思議
だった。先生の時間配分が上手だな～と
思った。

インクルーシブ教育を学ぶことで、現在の子
供の実態や状況に問題を見いだしている。ま
た、タイムマネジメントを学ぼうとしている。

８

レポートをまとめるのが難しかった。学校
の職員のうち、置かなければならない役職
が意外に少なく驚いた。（でも副校長は絶
対にいなきゃだめだと思う。）

「学校組織」（学校の教職員）に関してまとめ
たことと、自身の経験を関連付けた考察をし
ている。
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９

チーム学校運営における登場人物のそれぞ
れの役割をよく考える機会になった。自分
のまわりにもこんなに支えてくれる人がい
たんだと感じた。

「これからの学校」をポンチ絵として表すこ
とで、教職員の役割を考察し、自身の経験を
関連付け、子供のために多くの教職員が指導
や支援に当たっていることを実感している。

10
ポンチ絵のレイアウトがあまり上手くいか
なかったので、全体を把握しながら物事を
進められるようになりたいと思った。

「チーム学校運営から考える『これからの学
校』」をポンチ絵として表すことを通して、見
通しをもった取組の大切さを実感している。

11

教員はただ勉強を教えるだけではなく、子
どもと関わって育てるという役割もあるけ
ど、それをするのはすごく大変そうだと
思った。

「教員の役割と職務内容」を表したポンチ絵
の作成と、ポンチ絵を使ってのプレゼンテー
ションを通して、教員の役割の大変さを実感
している。

12

教員になった際にやっても良いこと、悪い
ことを学ぶことができて良かった。前に
立って発表するのは緊張したのでこれから
慣れていきたいです。

「公教育と教員の在り方」に関して学び、そ
の具体例を考え大勢の前で説明することを通
して理解を深めている。また、大勢へ説明す
るということに前向きに捉え自らを高めよう
としている。

13

４月に自分の書いたことと比べると、やは
り今の方が知識も増えて成長していると実
感することができた。３年後にはもっと成
長できたと思えるようになりたい。

自分の姿を捉え、今後の自分の在り方につい
て考え表現する体験を通して、講義を通して
成長した自分を捉え、教職に向けての向上心
をいだいている。

14

今日のお話を聞いて、子どものことを第一
に考えることが大切なことだと改めて感じ
ました。コミュニケーション力を高めてい
きたいです。

外部講師からの情報を基に、改めて自分の姿
を捉え、教員としての適性について考え表現
する体験を通して、コミュニケーション能力
の育成を掲げている。また、教員は子どもの
ことを第一に考えることが大切なことだと改
めて実感している。

15

最後に今まで学んだことをポンチ絵にまと
めることができて楽しかった。ひとつひと
つの講義がすべて結局は子ども達のために
繋がるんだと思うと、とても有意義な勉強
ができたんじゃないかと思います。ありが
とうございました。

これまでの講義を踏まえ、改めて学校教育や
教職について考え、「目指す教員像」のポンチ
絵として表現する体験を通して、教員も含め
て教育に関わるあらゆることは子供のために
あるということを実感している。また、考え
を表現する楽しさを実感している。
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（３）「全体を通して、学んだこととその振り返り」において

　４ページの「全体を通して、学んだこととその振り返り」は、次のように記述している。

・子どものためを一番に考えることが大切
・学校運営にはたくさんの人たちが関わっている
・勉強以外のことも学校で教える
私が学んだことで特に重要だと思ったのは、この３つです。今まで生徒として
しか学校に関わってこなかったので、学校の色々な側面を見ることができてと
ても勉強になりました。

　「子どものためを一番に考えることが大切」と「学校運営にはたくさんの人たちが関わっ
ている」は、各回の授業において、学校に関わる法律、仕組み、組織、教職員、学校運営
協議会など様々なことの目的は「子供のより良い成長」のためにあることから成立してい
ることを触れてきたことの結果と考えられる。また、第14回の授業において、学校運営協
議会に造詣が深く、「まちと学校のみらい」の代表理事である竹原和泉氏を講師に招いて、
学校運営協議会や学校を外から支援している地域などの取組や在り方について学んだ結果
と考えられる。実際この学生は、３ページの第14回の授業における「学んだことと、その
振り返り」に、次のように記述している。

今日のお話を聞いて、子どものことを第一に考えることが大切なことだと改め
て感じました。コミュニケーション力を高めていきたいです。

　「勉強以外のことも学校で教える」は、各回の授業において、教育の目的、目標、学習
指導要領、教育課程などに触れることで、生きる力や資質・能力の育成、そのために学校
は社会に開かれた教育課程を実現することや各教科等において言語活動を充実したり主体
的・対話的で深い学びの実現を図ったりすることの大切さを学んだ結果と考えられる。
　学生の教育観や指導観、評価観などは、これまで歩んできた学校や学習塾、習い事、生
活など人生における様々な原体験によるところが大きい。学習塾でアルバイトしている学
生もいる。学習塾での児童生徒の実態や学習塾の指導方針から、教育を見ている学生もい
る。第12回の授業の際、「公教育と教員の在り方」において、学校と学習塾、教員と塾講師
のそれぞれの違いに関して、学校に関わる法律などを踏まえて考察した。また、授業によっ
ては学校や教員の役割を熟考することもあった。「勉強以外のことも学校で教える」は、
このような講義の過程を踏まえての結果と考えることもできる。
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（４）「『目標・見通し』と『学んだこととその振り返り』を比較して」において

　４ページの全体を通して、「『目標・見通し』と『学んだこととその振り返り』を比較して」
は、次のように記述している。

教員は、勉強以外のことも教えることが求められているということが分かった。
また、一番大切なことは子どものことを第一に考えることであると学ぶことが
できた。
相手の話を聞いてうまく質問できるようになるためには、もっと対話の練習を
する。

　「教員は、勉強以外のことも教えることが求められているということが分かった」と「一
番大切なことは子どものことを第一に考えることであると学ぶことができた」は、前述の
（３）で述べたようなことから、「分かった」と述べていることが考えられる。
　「相手の話を聞いてうまく質問できるようになるためには、もっと対話の練習をする」
は、各授業における言語活動など対話的な学習の場面において、まだまだ十分ではないと
感じられることがあったのではないかと推察できる。このように、更なる向上を目指す態
度を自らの意志で表現できるところに、本学生の今後の成長が期待できる。是非、聴き上
手の教員になってもらいたい。

７　自己評価を通してアクティブに学ぶ

　ここまで、１人の学生の自己評価表を通して、本講義における学生の自己評価の実際と
考察を述べてきた。これをもって一般化することはできないが、他の学生の自己評価表か
らも、講義における学ぶ姿勢を見て取れる。また、自己評価表の利活用は、学生の自己評
価を促し、指導者の形成的な評価を実現する。さらには、出欠席のマネジメントを行った
り欠席者へのフォローを行ったりすることができる。自己評価表は授業改善のための有効
かつ大切なツールとして機能している。
　講義を通していくつかの課題を課し、課題に対してのパフォーマンスの一環としてレ
ポートを提出する。そのレポートを評価し評定して返却する際、必ず、レポートを含めた
パフォーマンスの自己評価を行うようにしている。教員になれば評価・評定を行わなけれ
ばならない。学生としての自己評価ではあるが、教員としての評価と評定を行うつもりで
当たるように促している。次の図３は、2018年度のある課題におけるレポートを含めたパ
フォーマンスの自己評価の例である。「主体的に学習に取り組む態度」以外の観点の評価
規準を自ら設定し、自己評価を行っている。このような自己評価を課題ごとに行い、自己
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評価やメタ認知に関する能力を培うともに、学習評価についての理解を深め、その力量を
高めるようにしている。

図３　20１8年度におけるレポートを含めたパフォーマンスの自己評価の例
※下線は指導者である筆者が引いたもの

図３ 2018年度におけるパフォーマンスとレポートの自己評価の例 

※ 下線は指導者である筆者が引いたもの 
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　次は、ある学生の「『目標・見通し』と『学んだこととその振り返り』を比較して」の
記述である。

インプットとした知識を正確にアウトプットするような形式と異なり、イン
プットした知識に基づき自分自身の考え方と向かいあい自分だけのオリジナル
なものをアウトプットすることが求められる授業であり、自己表現、自己理解
の何たるか、そして、その大切さを強く理解した。
新たな知識を得たことも勿論だが、この講義においては、アクティブ・ラーニ
ングの体験から得たことが特に多かったと感じる。また、自分自身について考
える機会が増え、これまで、いかに自分自身が漫然としていたか痛感した。

　筆者が狙っていた講義における方針を代弁している学生の言葉である。このように内容
を学ぶとともに学び方を学ぶような講義をすることができたのも、各課題におけるレポー
トを含むパフォーマンスに対する自己評価を行うことや、自己評価表を導入することで、
学生一人一人がアクティブに学んだ結果と考えている。
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注
１　中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について（答申）」平成28年（2016年）12月21日
２　文部科学省『幼稚園学習指導要領』平成29年（2017年）３月
　　文部科学省『小学校学習指導要領』平成29年（2017年）３月
　　文部科学省『中学校学習指導要領』平成29年（2017年）３月
　　文部科学省『高等学校学習指導要領』平成30年（2018年）３月
３　中央教育審議会大学分科会大学教育部会「予測困難な時代において生涯学び続け、主
体的に考える力を育成する大学へ」（審議まとめ）平成24年3月26日

　　アクティブ・ラーニングに関して、「１．予測が困難な時代と大学の責務（学士課程教
育の質的転換と学修時間の現状）」において、次のように述べられている。

　　○予測困難な時代にあって生涯学び続け、主体的に考える力を持った人材は、受動的
な学修経験では育成できない。求められる質の高い学士課程教育とは、教員と学生
とが意思疎通を図りつつ、学生同士が切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に
成長する課題解決型の能動的学修（アクティブ・ラーニング

※
）によって、学生の

思考力や表現力を引き出し、その知性を鍛える双方向の講義、演習、実験、実習や
実技等の授業を中心とした教育である。

　　　※　資料編　用語集　【アクティブ・ラーニング】
　　　　　教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学習者の能動的な学習への

参加を取り入れた教授・学習法の総称。学習者が能動的に学ぶことによって、後
で学んだ情報を思い出しやすい、あるいは異なる文脈でもその情報を使いこなし
やすいという理由から用いられる。発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学
習等が含まれるが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グルー
プ・ワーク等を行うことでも取り入れられる。

　　アクティブ・ラーニングは、高等教育である大学に求められている教育方法である。
初等中等教育である幼稚園・小学校・中学校・高等学校では、平成29年告示と平成30
年告示の学習指導要領においてアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善とし
て、主体的・対話的で深い学びの実現が求められていることに留意したい。

４　例えば、学習指導要領の改訂で話題となった「LeaningPyramid（学習定着率）」に
よれば、体験（PracticebyDoing）の学習定着率は75％である。ちなみに、講義（lecture）
は５％、討論（DiscussionGroup）は50％、他者への教え（TeachingOthers）は
90％である。体験、討論、他者への教えのような学習者による学習活動は、講義など
指導者による教授より定着率が高いことを示している。ただし、「LeaningPyramid」
の根拠は危うい

７
。ただ、講義（lecture）など指導者による教授より、他者への教え

（TeachingOthers）など学習者による学習活動の方が学習の効果が高いことは、多
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くの人が経験していることではないだろうか。だからといって、教授を否定すること
はあってはならない。時には教授は必要であり効果がある。学習の狙いなどに即して、
指導者による教授や学習者による学習活動を適切に行うことや、そのバランスを考え
て授業を進めることが大切である。

５　堀哲夫『学びの意味を育てる理科の教育評価　－指導と評価を一体化したその具体的
方法とその実践－』東洋館出版社、2003

６　髙木展郎『変わる学力、かえる授業。』三省堂、2015
７　土屋耕治「ラーニングピラミッドの誤謬－モデルの変遷と“神話”の終焉へ向けて－」
pp.55-73、南山大学人間関係研究センター、2018


